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新
型
コ
ロ
ナ
危
機
の
暗
雲
が
世
界
中
を
覆
っ
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど

す
べ
て
の
国
で
外
出
は
自
粛
さ
れ
、
大
規
模
な
集
会
や
イ
ベ
ン
ト
が

取
り
や
め
に
な
っ
て
お
り
、
経
済
的
な
損
害
に
対
す
る
悲
鳴
が
大
き

く
な
っ
て
き
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
に
つ
い
て
は
、
一
月
に
中
国
・
武
漢
で
感
染
拡
大
が

確
認
さ
れ
た
後
、
し
ば
ら
く
の
間
は
中
国
の
問
題
と
し
て
捉
え
ら
れ

て
い
た
。
し
か
し
、
二
～
三
月
に
は
、
日
本
、
欧
州
、
米
国
で
感
染

者
が
急
増
し
始
め
、
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
各
国
政
府
は
緊
急
事

態
宣
言
を
発
出
。人
々
は
外
出
禁
止
、学
校
閉
鎖
、イ
ベ
ン
ト
の
禁
止
、

さ
ら
に
国
境
封
鎖
な
ど
対
応
に
追
わ
れ
た
。
特
に
人
口
が
密
集
し
て

い
る
大
都
市
に
お
い
て
感
染
拡
大
の
ペ
ー
ス
が
速
く
、
日
本
で
は
東

京
都
が
、米
国
で
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州（
特
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
）が
、

多
数
の
感
染
者
・
死
者
を
出
す
こ
と
と
な
っ
た
。
も
っ
と
も
、
そ
の

程
度
に
は
大
き
な
差
が
あ
る
。
東
京
で
は
、
一
日
の
感
染
者
数
が
最

大
に
な
っ
た
の
は
四
月
一
七
日
の
二
〇
四
人
だ
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
の
場
合
、
四
月
一
五
日
の
一
万
一
五
七
一
人
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
四
月
下
旬
か
ら
感
染
状
況
は
収
束
に
向
か
っ
た
。
一
日

当
た
り
の
新
規
感
染
者
数
で
み
る
と
、
東
京
で
は
五
月
一
一
日
に
は

一
五
人
、
同
日
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
で
は
、
一
六
六
〇
人
ま
で
低
下

し
た
。
一
〇
万
人
当
た
り
の
累
積
感
染
者
数
で
み
る
と
、
東
京
の

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
教
授

伊
藤
隆
敏

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
は
、

世
界
の
政
治
経
済
だ
け
で
な
く
、

人
々
の
生
活
様
式
に
ま
で
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

何
が
ど
こ
ま
で
変
わ
る
の
か
。

わ
れ
わ
れ
は
「
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
」
の
時
代
に
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

い
と
う　

た
か
と
し　
一
九
七
九
年
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
経
済
学
博
士
（Ph.D

.

）。
ミ
ネ
ソ
タ

大
学
准
教
授
、
一
橋
大
学
教
授
、
東
京
大

学
教
授
な
ど
を
歴
任
。
二
〇
一
五
年
よ
り
現

職
。
政
策
研
究
大
学
院
大
学
特
別
教
授
を
兼

任
。
著
書
に
『
イ
ン
フ
レ
目
標
政
策
』『
日
本

財
政
「
最
後
の
選
択
」』、The Japanese 

Econom
y, 2nd edition  

な
ど
多
数
。

変
わ
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、分
裂
す
る
世
界

ー
ー
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
の
世
界
を
展
望
す
る
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三
五
人
に
対
し
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
一
七
一
六
人
と
、
東
京
は

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
約
五
〇
分
の
一
で
あ
る
。
一
〇
万
人
当
た
り
累
積

死
者
数
は
、
東
京
は
一
・
三
人
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
一
一
〇
人
に

比
べ
約
八
五
分
の
一
と
な
っ
て
い
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
こ
ま
で
感
染
者
を
抑
え
込
む
こ
と
に
成
功
し

た
こ
と
か
ら
、
五
月
中
旬
以
降
、
東
京
（
さ
ら
に
日
本
全
体
）
に
お

い
て
も
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
（
さ
ら
に
米
国
全
体
）
に
お
い
て
も
、
し

だ
い
に
経
済
活
動
が
再
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

株
式
市
場
は
楽
観
的
な
シ
ナ
リ
オ
示
す

　

と
は
い
え
、
日
米
を
含
め
て
世
界
中
の
主
要
国
で
二
ヵ
月
あ
ま
り

サ
ー
ビ
ス
業
を
中
心
に
経
済
活
動
を
封
鎖
し
た
影
響
は
大
き
い
。
国

内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
を
み
る
と
、
二
〇
二
〇
年
第
２
四
半
期
は
、

多
く
の
国
が
対
前
期
比
年
率
換
算
で
マ
イ
ナ
ス
三
〇
％
程
度
に
ま
で

落
ち
込
む
か
も
し
れ
な
い
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
年
間
平
均
で
み
る

と
、
二
〇
二
〇
年
の
日
米
欧
の
成
長
率
は
、
マ
イ
ナ
ス
五
～
一
〇
％

と
の
数
字
も
出
て
い
る
。

　

い
ま
起
き
つ
つ
あ
る
コ
ロ
ナ
危
機
は
、
二
〇
〇
八
～
〇
九
年
の
世

界
金
融
危
機
と
比
較
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
い
く
つ
か
の
点
で
重

要
な
違
い
が
あ
る
。
第
一
に
、
世
界
金
融
危
機
は
、
金
融
業
界
の
経

営
失
敗
に
よ
り
、
金
融
機
関
が
破
綻
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
実
体
経
済

に
お
い
て
ほ
ぼ
す
べ
て
の
産
業
が
悪
影
響
を
受
け
た
。
一
方
、
今
回

の
震
源
は
実
体
経
済
で
、
感
染
症
に
よ
っ
て
人
々
の
行
動
が
制
限
さ

れ
た
こ
と
で
、
非
常
に
大
き
な
供
給
シ
ョ
ッ
ク
と
需
要
シ
ョ
ッ
ク
が

同
時
に
発
生
し
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
そ
の
中
身
を
み
る
と
、
そ
の
影
響
は
業
種
間
の
ば
ら
つ

き
が
か
な
り
大
き
い
。
深
刻
な
打
撃
を
受
け
た
の
は
、
航
空
、
エ
ン

タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
、
ホ
テ
ル
や
ク
ル
ー
ズ
船
な
ど
の
観
光
業
界
な

ど
で
あ
ろ
う
。
一
方
で
恩
恵
を
受
け
た
業
種
も
あ
る
。
例
え
ば
医
薬

品
業
界
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
業
界
、
さ
ら
に
、「
巣
籠
り
」
に
関
連
す

る
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
の
会
議
運
営
や
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ

ン
ト
の
コ
ン
テ
ン
ツ
配
信
な
ど
は
盛
況
で
あ
る
。
ア
マ
ゾ
ン
な
ど
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
の
利
用
も
急
増
し
て
お
り
、
配
送
に
関
わ
る
運

送
業
界
は
人
手
不
足
に
拍
車
が
か
か
っ
て
い
る
。 

　

こ
の
よ
う
な
違
い
は
、
株
式
市
場
の
反
応
に
も
表
れ
て
い
る
。

世
界
金
融
危
機
で
は
、
日
本
（
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｘ
）
も
米
国
（
Ｓ
＆
Ｐ

５
０
０
）
も
、
と
も
に
〇
七
年
の
秋
を
ピ
ー
ク
に
相
場
の
下
落
が

始
ま
り
、
〇
九
年
三
月
に
底
を
打
つ
ま
で
、
一
年
数
ヵ
月
か
け
て

六
〇
％
も
の
下
落
と
な
っ
た
。
一
方
、
今
回
は
、
日
米
と
も
に
一
月

か
ら
二
月
に
か
け
て
ピ
ー
ク
を
打
っ
て
か
ら
三
月
中
旬
に
か
け
て
、

日
米
と
も
に
、
約
三
〇
％
の
下
落
が
起
き
た
。
そ
し
て
、
回
復
も
早

く
、
五
月
中
旬
時
点
で
、
ほ
ぼ
ピ
ー
ク
か
ら
底
値
ま
で
の
下
落
幅
の
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半
値
戻
し
を
達
成
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
株
式
市
場
の
回
復
が
き
わ

め
て
緩
や
か
で
あ
っ
た
世
界
金
融
危
機
と
比
べ
る
と
、
大
き
な
違
い

で
あ
る
。
恩
恵
を
被
っ
て
い
る
業
界
に
注
目
が
集
ま
り
、
株
式
市
場

が
将
来
の
景
気
を
先
取
り
し
て
「
勝
ち
組
」
を
評
価
し
て
い
る
と
言

え
る
。
さ
ら
に
、
ワ
ク
チ
ン
や
治
療
薬
が
開
発
さ
れ
る
（
二
〇
二
一

年
中
ご
ろ
？
）
と
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
急
速
な
回
復
も
あ
り
得
る
。 

株
式
市
場
の
回
復
幅
は
、
実
体
経
済
の
落
ち
込
み
を
考
え
る
と
、
楽

観
的
な
シ
ナ
リ
オ
で
あ
る
こ
と
は
確
か
だ
。

コ
ロ
ナ
と
の
共
存

　

感
染
症
の
専
門
家
の
多
く
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
と
の
闘
い
は
長
期
間

に
及
ぶ
と
し
て
警
戒
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。
少
な
く
と
も
ワ
ク
チ
ン

が
完
成
し
て
、
効
果
的
な
治
療
薬
が
で
き
る
ま
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
と

の
付
き
合
い
は
長
い
も
の
に
な
る
。
欧
米
に
お
い
て
は
、
多
く
の
消

費
者
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
事
を
し
た
り
、
買
い
物
に
出
か
け
た
り
、

観
光
名
所
を
訪
れ
た
り
す
る
が
、
そ
の
際
、
感
染
さ
せ
た
り
、
感
染

し
た
り
し
な
い
よ
う
に
マ
ス
ク
を
し
て
出
か
け
る
。ま
た
普
段
か
ら
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
（
社
会
的
距
離
）
を
と
る
よ
う
に
な

る
だ
ろ
う
。
一
方
、段
階
的
に
再
開
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
の
主
催
者
も
、

ク
ラ
ス
タ
ー
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
施
設
の
運
営
に
は
工
夫
を
し
な

く
て
は
い
け
な
い
。
や
は
り
社
会
的
距
離
を
と
る
と
い
う
の
が
カ
ギ

に
な
り
そ
う
だ
。

　

い
っ
た
ん
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
す
る
と
、
再
び
施
設
を
閉
鎖
し
、

学
校
を
休
校
に
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。そ
れ
が
繰
り
返
さ
れ
る
と
、

景
気
の
回
復
は
遅
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
事
態
を
避
け
る
た
め
に
は
、徹
底
的
な
感
染
検
査（
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
や
抗
原
検
査
）
と
、
感
染
を
経
験
し
て
回
復
し
た
か
が
わ

か
る
抗
体
検
査
を
定
期
的
に
行
う
と
と
も
に
、
感
染
者
の
行
動
記
録

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
感
染
者
と
濃
厚
接
触
者
を
隔
離
す
る
こ
と

で
、
ク
ラ
ス
タ
ー
の
発
生
や
、
感
染
経
路
の
わ
か
ら
な
い
感
染
者
の

発
生
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
必
要
に
な
る
。
そ
の
な
か
で
、
重
症
者

と
軽
症
者
の
間
で
、
抗
体
の
で
き
方
に
違
い
が
あ
る
か
、
抗
体
の
効

力
は
何
年
く
ら
い
持
続
す
る
か
、
と
い
っ
た
知
見
が
得
ら
れ
て
こ
よ

う
。

　

こ
の
よ
う
な
ウ
イ
ル
ス
と
の
共
存
体
制
で
、
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
と

大
量
生
産
、治
療
薬
の
発
見
と
大
量
生
産
が
可
能
に
な
る
の
を
待
つ
、

と
い
う
の
が
欧
米
の
ス
タ
ン
ス
で
あ
る
。
今
後
一
～
二
年
は
、
こ
の

よ
う
な
共
存
の
期
間
で
あ
る
。
そ
の
あ
と
に
、
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
の

世
界
が
や
っ
て
く
る
。

日
本
人
の
生
活
に
変
化
の
兆
し

　

一
九
一
八
年
に
流
行
し
た
ス
ペ
イ
ン
風
邪
が
そ
う
だ
っ
た
よ
う
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に
、
コ
ロ
ナ
危
機
は
、
い
っ
た
ん
収
束
し
た
よ
う
に
見
え
て
も
、
今

年
の
秋
以
降
、
第
二
波
や
第
三
波
が
来
る
と
い
う
予
想
も
あ
る
。
ま

た
、
ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ
れ
て
、
コ
ロ
ナ
危
機
が
収
束
し
た
と
宣
言

さ
れ
た
と
し
て
も
、
社
会
経
済
は
コ
ロ
ナ
危
機
以
前
の
常
態
（
ノ
ー

マ
ル
）
に
は
戻
ら
な
い
可
能
性
が
高
い
。
そ
の
理
由
は
、
コ
ロ
ナ
危

機
の
な
か
で
起
き
て
い
る
消
費
者
の
行
動
変
容
や
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
お

け
る
テ
レ
ワ
ー
ク
の
推
進
、
遠
隔
教
育
の
進
展
な
ど
が
、
コ
ロ
ナ
危

機
収
束
後
（
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
）
に
も
継
続
す
る
の
で
は
な
い
か
、

と
思
わ
れ
る
か
ら
だ
。

　

第
一
に
、企
業
は
、出
勤
者
数
削
減
の
要
請
を
受
け
て
、テ
レ
ワ
ー

ク
を
拡
大
さ
せ
た
。
実
際
、
半
ば
無
理
や
り
に
在
宅
勤
務
を
経
験
さ

せ
ら
れ
る
な
か
で
、「
け
っ
こ
う
生
産
性
が
上
が
る
」
と
い
う
発
見

を
し
た
人
も
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
毎
日
全
員
の
従
業
員
が

オ
フ
ィ
ス
に
集
合
す
る
必
然
性
が
な
い
こ
と
が
認
識
さ
れ
た
。
ポ
ス

ト
・
コ
ロ
ナ
の
世
界
で
は
、
平
常
時
に
お
い
て
も
、
一
定
割
合
の
人

が
テ
レ
ワ
ー
ク
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
遅
々
と
し
て
進
ま
な
か
っ

た
「
働
き
方
改
革
」
が
一
気
に
進
む
か
も
し
れ
な
い
。

　

さ
ら
に
、女
性
が
子
育
て
と
キ
ャ
リ
ア
の
両
立
を
目
指
す
こ
と
も
、

在
宅
勤
務
の
積
極
的
導
入
に
よ
り
、
大
い
に
可
能
に
な
る
。
保
育
所

や
幼
稚
園
は
も
ち
ろ
ん
、
小
学
校
で
あ
っ
て
も
、
子
供
が
体
調
不
良

に
な
れ
ば
自
宅
で
の
休
養
が
必
要
に
な
る
。
そ
の
場
合
も
、
保
護
者

が
直
ち
に
在
宅
勤
務
に
切
り
替
え
ら
れ
れ
ば
、
親
の
負
担
は
軽
減
さ

れ
る
だ
ろ
う
。
企
業
側
で
も
、
多
様
な
働
き
方
を
認
め
る
こ
と
で
、

全
体
の
生
産
性
を
高
め
ら
れ
る
。
社
員
は
家
庭
と
仕
事
の
両
立
が
容

易
と
な
り
、
生
活
の
質
の
向
上
を
実
現
で
き
る
。

　

第
二
に
、
教
育
の
現
場
で
は
遠
隔
授
業
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
。

米
国
で
は
多
く
の
大
学
が
三
月
中
旬
に
突
然
、
遠
隔
授
業
に
切
り
替

わ
っ
た
が
、
適
応
は
非
常
に
早
か
っ
た
。
そ
れ
以
降
、
学
生
も
先
生

も
キ
ャ
ン
パ
ス
に
行
か
な
い
ま
ま
、
い
ま
春
学
期
の
終
了
を
迎
え
よ

う
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
初
等
・
中
等
教
育
に
お
い
て
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
公
立
学

校
は
、
子
供
た
ち
に
一
人
一
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
（
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
）
を
配

布
し
て
、
遠
隔
授
業
を
行
っ
て
い
る
。
日
本
は
教
育
へ
の
Ｉ
Ｔ
の
導

入
が
遅
れ
た
こ
と
で
、遠
隔
授
業
へ
の
迅
速
な
切
り
替
え
が
進
ま
ず
、

公
立
校
は
二
ヵ
月
も
授
業
開
始
が
遅
れ
て
い
る
自
治
体
が
あ
る
。
こ

れ
を
教
訓
に
、
遠
隔
授
業
の
体
制
（
一
人
一
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
と
先

生
方
の
訓
練
）
を
構
築
す
べ
き
だ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
遠
隔
教
育
が

常
態
に
な
る
と
、
地
域
や
国
境
を
超
え
て
、
教
育
を
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
る
。
米
国
の
有
力
大
学
が
、
世
界
中
の
学
生
に
遠
隔
授
業
を

行
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
大
い
に
授
業
料
を
稼
ぐ
こ
と
が
で
き
そ
う

だ
。
反
対
に
、
遠
隔
授
業
に
対
応
で
き
な
い
学
校
は
、
淘
汰
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
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第
三
に
、
日
本
人
の
現
金
を
好
ん
で
使
う
習
慣
も
変
わ
る
か
も
し

れ
な
い
。
オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
慣
れ
れ
ば
、
実
店
舗
で

の
買
い
物
の
回
数
は
減
る
。
感
染
症
対
策
と
し
て
も
、
現
金
の
授
受

は
敬
遠
さ
れ
る
。
一
度
、
強
制
さ
れ
る
よ
う
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
を
経
験
す
れ
ば
、
現
金
を
使
い
続
け
る
こ
と
が
無
意
味
だ
と
い
う

こ
と
が
理
解
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
飲
食
店
の
側
で
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
予

約
の
際
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号
も
控
え
て
お
け
ば
、「
ド
タ
キ
ャ

ン
」
で
被
害
を
被
っ
た
場
合
も
、
容
易
に
キ
ャ
ン
セ
ル
料
を
請
求
で

き
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
変
化
は
、
コ
ロ
ナ
危
機
前
に
も
そ
の
傾
向
は
あ
っ

た
が
、
危
機
を
経
て
変
化
の
ス
ピ
ー
ド
が
上
が
る
と
み
ら
れ
る
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
危
機
を
機
会
と
し
て
生
産
性
を
上
げ
、
生
活
を

豊
か
に
で
き
る
と
い
う
一
例
と
な
ろ
う
。

世
界
は
米
欧
中
に
三
分
割
さ
れ
る
？

　

コ
ロ
ナ
危
機
は
世
界
の
政
治
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
だ
ろ

う
。
し
か
し
、
全
く
新
し
い
こ
と
が
起
き
る
の
で
は
な
く
、
コ
ロ
ナ

危
機
以
前
か
ら
あ
っ
た
傾
向
が
加
速
す
る
可
能
性
が
高
い
。
米
国

で
は
コ
ロ
ナ
危
機
の
な
か
で
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
「
ア
メ
リ
カ
・

フ
ァ
ー
ス
ト
」
に
代
表
さ
れ
る
、
内
向
き
志
向
―
―
同
盟
国
軽
視
と

国
際
機
関
軽
視
の
傾
向
が
ま
す
ま
す
強
ま
っ
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
危
機
の
発
生
前
か
ら
、
メ
キ
シ
コ
と
の
国
境
に
壁
を
建
設

す
る
と
い
う
選
挙
公
約
を
実
行
に
移
し
て
い
た
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
だ

が
、
コ
ロ
ナ
危
機
へ
の
対
応
を
迫
ら
れ
る
な
か
で
、
よ
り
厳
し
い
国

境
封
鎖
を
実
現
さ
せ
た
。
さ
ら
に
コ
ロ
ナ
危
機
が
起
き
る
前
か
ら
、

国
際
通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
の
拠
出
金
（
ク
ォ
ー
タ
）
増
額
を
拒
否

し
た
の
も
米
国
だ
っ
た
。
世
界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
の
紛
争
解
決

の
た
め
の
上
級
委
員
会
の
人
選
を
拒
否
し
て
、
定
足
数
割
れ
に
追
い

込
ん
だ
の
も
米
国
だ
。
地
球
温
暖
化
を
止
め
る
た
め
の
パ
リ
協
定
か

ら
は
離
脱
、
同
盟
国
の
自
由
貿
易
協
定
と
し
て
の
役
割
を
も
っ
た
環

太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
か
ら
も
離
脱
し
た
。

さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
危
機
の
な
か
で
、
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が

中
国
寄
り
だ
と
し
て
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
へ
の
資
金
拠
出
を
停
止
し
た
。
そ
の

後
中
国
が
、
こ
の
機
に
乗
じ
て
Ｗ
Ｈ
Ｏ
へ
の
資
金
拠
出
を
増
額
す
る

と
表
明
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
米
国
が
、「
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
」
と
称
し
て
、

自
ら
が
長
年
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
と
っ
て
作
り
上
げ
た
国
際
秩
序
を

放
り
出
す
と
、
力
の
空
白
が
生
ま
れ
て
し
ま
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、

日
本
と
欧
州
は
な
ん
と
か
自
由
貿
易
体
制
は
維
持
し
よ
う
と
し
て
き

た
。
日
本
は
米
国
抜
き
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
（
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
を
ま
と
め

た
。
ま
た
日
Ｅ
Ｕ
経
済
連
携
協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
も
調
印
・
発
効
し
た
。

こ
れ
ら
は
コ
ロ
ナ
危
機
以
前
に
起
き
た
こ
と
だ
が
、
現
在
そ
の
意
義
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は
高
ま
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
コ
ロ
ナ
危
機
の
な
か
で
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の

上
級
委
員
会
に
替
わ
る
委
員
会
を
Ｅ
Ｕ
の
主
導
で
作
る
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
日
本
も
参
加
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

米
中
関
係
は
ま
す
ま
す
悪
化
す
る
だ
ろ
う
。
四
月
に
入
り
、
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
は
、
中
国
が
武
漢
で
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
の
発
生
に
関
し

Ｗ
Ｈ
Ｏ
へ
の
報
告
が
遅
れ
た
こ
と
で
、
ウ
イ
ル
ス
が
世
界
に
拡
散
し

た
、
と
激
し
く
批
判
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
危
機
以
前
か
ら
、
中
国
の

通
貨
政
策
、
貿
易
政
策
を
非
難
し
て
い
た
流
れ
を
考
え
れ
ば
、
自
然

な
対
応
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
コ
ロ
ナ
危
機
に
よ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ

の
マ
ス
ク
や
人
工
呼
吸
器
、
医
療
用
防
護
服
な
ど
の
多
く
は
中
国
で

生
産
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
と
、
中
国
へ
の
過
度
の
依

存
は
危
険
だ
と
し
て
、
米
国
企
業
に
対
し
、
中
国
に
あ
る
工
場
を

米
国
に
戻
す
よ
う
呼
び
掛
け
て
い
る
。
日
本
も
同
様
の
危
惧
か
ら
、

「
チ
ャ
イ
ナ
・
プ
ラ
ス
・
ワ
ン
」
な
ど
、
中
国
以
外
へ
の
生
産
拠
点

の
移
転
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

一
方
、
中
国
は
コ
ロ
ナ
危
機
以
前
か
ら
、
ア
ジ
ア
イ
ン
フ
ラ
投
資

銀
行(

Ａ
Ｉ
Ｉ
Ｂ
）、
一
帯
一
路
構
想
、
途
上
国
へ
の
二
国
間
援
助
、

人
民
元
の
国
際
化
、
中
央
銀
行
間
（
人
民
元
）
ス
ワ
ッ
プ
な
ど
を
通

じ
て
、
欧
米
と
必
ず
し
も
絆
の
強
く
な
い
国
を
中
心
に
、
影
響
力
を

増
し
て
き
た
。
ア
ジ
ア
で
は
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
パ
キ

ス
タ
ン
な
ど
が
、
中
国
か
ら
の
巨
額
の
資
本
を
受
け
入
れ
て
い
る
。

ア
フ
リ
カ
で
も
エ
チ
オ
ピ
ア
を
は
じ
め
と
し
て
、
中
国
が
イ
ン
フ
ラ

建
設
を
請
け
負
っ
た
国
は
少
な
く
な
い
。米
国
が
内
向
き
に
な
る
と
、

ま
す
ま
す
中
国
資
本
を
受
け
入
れ
る
国
が
増
え
て
い
く
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。

　

こ
の
傾
向
が
続
く
と
、
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
の
国
際
秩
序
は
ど
う
な

る
の
だ
ろ
う
か
。
米
国
は
孤
立
に
向
か
い
、
欧
州
は
Ｅ
Ｕ
の
ル
ー
ル

に
賛
同
す
る
国
を
集
め
て
、
ユ
ー
ロ
圏
を
中
心
と
し
た
グ
ル
ー
プ
を

形
成
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
が
お
互
い
に
相
容
れ
な
い
、

貿
易
ル
ー
ル
、
投
資
ル
ー
ル
、
通
貨
圏
な
ど
を
確
立
す
る
。
も
し
、

そ
う
な
る
と
、
米
国
、
欧
州
、
中
国
以
外
の
国
は
、
ど
の
グ
ル
ー
プ

に
属
す
べ
き
か
、
あ
る
い
は
独
立
的
で
あ
る
べ
き
か
、
悩
む
こ
と
に

な
ろ
う
。

　

以
上
、
駆
け
足
で
、
コ
ロ
ナ
危
機
の
あ
と
の
日
本
と
世
界
を
考
え

て
み
た
。
日
本
は
、こ
の
危
機
を
利
用
し
て
、長
年
実
現
が
難
し
か
っ

た
国
内
の
構
造
改
革
を
推
し
進
め
る
こ
と
が
重
要
だ
。
生
産
性
を
上

げ
て
、
人
々
の
生
活
を
よ
り
豊
か
な
も
の
に
す
る
契
機
と
し
た
い
。

国
際
的
に
は
、
内
向
き
の
米
国
を
な
ん
と
か
つ
な
ぎ
と
め
る
一
方
、

欧
州
や
豪
州
と
積
極
的
に
協
力
し
、
自
由
貿
易
を
進
展
さ
せ
て
い
く

こ
と
が
重
要
だ
。
信
念
を
も
っ
て
能
動
的
に
行
動
し
な
い
と
、
い
つ

の
ま
に
か
、
米
欧
中
の
狭
間
で
、
右
往
左
往
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね

な
い
。
●




